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一

　
紙
の
發
明
は
世
界
の
文
化
に
多
大
の
貢
獻
を
し
た
。
人
智
の
開
發
と
文
化
の

促
進
と
に
大
關
係
あ
る
印
刷
術
が
發
明
さ
れ
て
も
、
紙
の
發
明
が
之
に
伴
は
な

か
つ
た
な
ら
ば
、
其
效
用
の
大
半
を
沒
了
し
た
で
あ
ら
う
。
紙
の
需
要
は
年
一

年
と
増
加
し
て
行
く
。
紙
の
消
費
高
に
よ
つ
て
幾
分
そ
の
國
の
文
化
の
程
度
が

推
測
さ
れ
る
。
現
時
代
を
指
し
て
「
紙
の
時
代
」
と
稱
す
る
學
者
も
あ
る
が
、

強

ち

不
當
な
るB

einam
e

で
あ
る
ま
い
。
か
く
人
文
に
關
係
深
き
紙
の
製
法

は
、
最
初
支
那
で
發
明
せ
ら
れ
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
に
傳
つ
て
改
良
せ
ら
れ
、

最
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
つ
て
大
に
發
達
し
た
事
實
は
、
最
早
今
日
で
は
殆
ど

疑
ふ
餘
地
が
な
く
な
つ
て
居
る
。
こ
は
格
別
耳
新
し
い
事
で
は
な
い
が
、
斯
に

前
賢
の
所
説
を
補
綴
し
て
、
紙
の
歴
史
の
大
要
を
紹
介
い
た
し
、
聊
か
『
藝
文
』

寄
稿
の
責
を
塞
が
う
と
思
ふ
。

　
支
那
の
古
代
で
は
書
寫
の
材
料
と
し
て
、
竹
と
木
と
を
使
用
し
た
。
竹
で
作

つ
た
の
が
簡
で
あ
る
。
簡
の
長
さ
は
必
し
も
一
定
は
し
て
居
ら
ぬ
が
、
經
書
な

ど
は
多
く
二
尺
四
寸
位
か
ら
八
寸
位
ま
で
の
簡
を
使
用
し
た
。
之
に
普
通
一
行

に
八
字
か
ら
三
十
字
位
の
文
字
を
書
い
た
（
１
）
。
木
で
作
つ
た
の
を
版
と
も

牘
と
も
い
ふ
。
普
通
三
尺
位
の
大
さ
で
、
形
が
四
角
で
あ
る
か
ら
方
と
も
名
づ

け
た
。
こ
の
版
に
は
三
十
字
か
ら
百
字
位
ま
で
の
文
字
を
書
く
。
百
字
以
上
と

な
る
と
さ
き
に
述
べ
た
簡
を
幾
個
と
な
く
韋
で
編
み
連
ね
て
用
を
辨
じ
た
。
之

を
策
と
い
ふ
。
策
は
册
と
同
字
で
、
許
愼
の
『
説
文
解
字
』
に
は
正
し
く
※

に
作
る
。
之
は
簡
を
韋
で
編
み
連
ね
た
形
に
象
つ
た
の
で
、
所
謂
象
形
文
字
で

あ
る
。
唐
の
孔
頴
達
の
『
左
傳
正
義
』
に
、

　
　
簡
之
所
容
一
行
字
耳
。
牘
乃
方
版
。
版
廣
於
簡
。
可
以
竝
容
數
行
。
凡
爲

　
　
書
字
。
有
多
有
少
。
數
行
可
盡
者
。
書
之
於
方
。
方
所
不
容
者
。
乃
書
於

　
　
策
（
２
）
。

と
あ
る
の
が
即
ち
是
で
あ
る
。
先
秦
時
代
に
は
、
字
數
の
僅
な
る
事
柄
は
簡
に

書
き
、
法
律
の
箇
條
な
ど
は
版
に
書
き
、
書
籍
は
大
抵
策
に
書
い
た
。
今
も
一

篇
二
篇
と
い
う
て
書
籍
を
數
へ
る
の
は
そ
の
名
殘
で
あ
る
。
戰
國
時
代
か
ら
、

帛
も
間
々
書
寫
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
る
る
こ
と
と
な
つ
た
が
、
帛
に
書
い
た

書
籍
は
一
卷
二
卷
と
數
へ
た
。

　
兔
も
角
も
先
秦
時
代
で
は
、
書
籍
は
大
抵
策
に
寫
さ
れ
た
も
の
で
、
重
量
容

積
多
大
に
し
て
不
便
極
り
、
費
用
も
嵩
み
、
た
と
ひ
帛
を
使
用
し
て
も
、
費
用

は
一
層
で
あ
る
か
ら
、
中
々
一
個
人
で
は
書
籍
を
所
有
す
る
事
が
出
來
ぬ
。
清

の
阮
元
も
、

　
　
古
人
簡
策
繁
重
。
以
口
耳
相
傳
者
多
。
以
目
相
傳
者
少
（
３
）
。

と
申
し
て
居
る
。
『
書
經
』
や
『
周
禮
』
や
其
他
の
古
書
に
、
一
般
の
數
目
を

擧
ぐ
る
場
合
が
多
い
。
例
せ
ば
三
徳
と
か
、
三
友
と
か
、
三
樂
と
か
、
四
教
と

か
、
四
維
と
か
、
四
載
と
か
、
五
福
と
か
、
五
行
と
か
、
五
教
と
か
、
六
言
六

蔽
と
か
、
六
官
と
か
、
七
政
と
か
、
七
祀
と
か
、
八
蠻
と
か
、
八
元
八
愷
と
か
、

九
思
と
か
、
九
疇
と
か
、
此
等
は
皆
暗
記
を
容
易
に
す
る
手
段
で
あ
る
。
東
漢

の
末
に
出
た
蔡
文
姫
が
、
そ
の
亡
父
蔡
邕
の
著
書
四
百
篇
餘
を
暗
記
し
て
居
つ
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た
の
は
、
當
時
で
も
幾
分
古
の
諳
誦
風
の
存
し
て
居
つ
た
證
據
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
東
漢
の
和
帝
の
元
興
元
年
（
西
暦
一
〇
五
）
に
蔡
倫
と
い
ふ
宦
者
が
始
め
て

紙
を
發
明
し
た
。
蔡
倫
は
桂
陽
（
湖
北
省
桂
陽
州
）
の
人
で
、
尤
も
工
藝
思
想

に
富
み
、
尚
方
の
令
と
な
つ
た
。
尚
方
と
は
少
府
の
管
下
の
、
宮
中
の
御
用
品

を
制
作
す
る
こ
と
を
掌
ど
る
官
省
で
、
令
は
そ
の
長
官
で
あ
る
。
蔡
倫
は
こ
こ

で
寶
劍
其
他
の
宮
中
御
用
の
諸
器
を
作
つ
た
が
、
皆
精
工
堅
緻
に
し
て
、
後
世

の
法
と
な
す
に
足
つ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
『
後
漢
書
』
に
彼
が
紙
を
發
明

し
た
事
蹟
を
下
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

　
　
自
古
書
契
多
篇
以
竹
簡
。
其
用
縑
帛
者
。
謂
之
爲
紙
。
縑
貴
而
簡
重
。
竝

　
　
不
便
於
人
。
倫
（
蔡
倫
）
乃
造
意
用
樹
膚
麻
頭
及
敝
布
魚
網
以
爲
紙
。
元

　
　
興
元
年
奏
上
之
。
帝
（
和
帝
）
善
其
能
。
自
是
莫
不
從
用
焉
。
故
天
下
咸

　
　
稱
蔡
侯
紙
（
蔡
倫
の
ち
龍
亭
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
故
に
蔡
侯
と
い
ふ
（
４
））





。

　
『
後
漢
書
』
よ
り
遙
か
以
前
に
、
東
漢
時
代
に
出
來
た
『
東
觀
漢
記
』
に
も
、

亦
同
一
の
記
事
が
あ
る
（
５
）
。
范
曄
の
『
後
漢
書
』
の
記
事
は
、
大
體
『
東

觀
漢
記
』
の
そ
れ
を
襲
踏
し
た
も
の
と
見
え
る
。
『
東
觀
漢
記
』
載
す
る
所
の

蔡
倫
の
傳
は
、
桓
帝
の
元
嘉
年
間
（
西
暦
一
五
一
　
一
五
三
）
即
ち
紙
の
發
明

時
代
を
去
る
僅
に
四
十
餘
年
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
（
６
）
、

そ
の
記
事
は
信
憑
し
て
差
支
な
い
。
紙
と
い
ふ
名
稱
は
蔡
倫
以
前
も
以
後
も
同

一
で
は
あ
る
が
、
實
質
は
相
違
し
て
、
蔡
倫
以
後
は
、
紙
と
い
へ
ば
、
專
ら
樹

皮
、
麻
頭
、
敝
布
、
古
網
等
を
材
料
と
し
て
製
造
し
た
書
寫
の
材
料
を
意
味
す

る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
許
愼
の
『
説
文
解
字
』
は
東
漢
の
和
帝
の
永
元
十
二
年
（
西
暦
一
〇
〇
）
か

ら
安
帝
の
建
光
元
年
（
西
暦
一
二
一
）
に
か
け
て
の
作
で
（
７
）
、
即
ち
大
體

蔡
倫
の
在
世
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
殊
に
蔡
倫
と
許
愼
と
は
若
干
知
り
合

ひ
の
間
柄
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
る
べ
き
餘
地
さ
へ
あ
る
。
そ
の
『
説
文
解
字
』

に
紙
の
字
を
絮




一

※




也
と
解
説
し
て
居
る
。
清
の
段
玉
裁
は
更
に
之
に
注
し
て
、

　
　
按
造
紙
昉
於
漂
絮
。
其
初
絲
絮
爲
之
。
以
※

荐





而

成
立
。
今
用
竹
質
木
皮

　
　
爲
之
。
亦
有
緻
密
竹
簾
荐
之
是
也
（
８
）
。

と
い
ふ
。
許
愼
の
絮
一
※
也
と
い
ふ
解
説
の
う
ち
に
は
、
製
紙
の
原
料
と
方
法

と
が
含
ま
れ
て
居
る
。

　
さ
て
製
紙
の
原
料
と
し
て
絮
を
使
用
し
た
の
は
何
時
代
の
こ
と
か
、
許
愼
の

解
説
は
勿
論
、
段
玉
裁
の
注
釋
を
見
て
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
に

絮
敝
緜
也
と
い
ふ
。
蔡
倫
が
製
紙
の
原
料
と
し
て
使
用
せ
し
敝
布
を
廣
義
に
解

釋
す
る
と
、
そ
の
中
に
絮
を
も
包
括
し
得
べ
き
や
う
に
思
は
れ
る
。
併
し
清
初

の
方
以
智
な
ど
は
之
と
は
反
對
で
、
絮
を
擣
き
之
を
荐
き
て
紙
を
製
造
し
た
の

は
、
西
漢
時
代
若
く
は
そ
の
以
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
蔡
倫
は
絮
に
代
へ
る

に
樹
皮
、
麻
頭
、
敝
布
、
漁
網
等
を
以
て
し
た
の
み
で
あ
る
と
主
張
し
て
居
る

（
９
）
。H

irth

氏
の
「
支
那
に
於
け
る
紙
の
發
明
」
と
い
ふ
論
文
も
此
點
に

關
し
て
は
、
方
以
智
と
略
同
樣
な
考
を
持
つ
て
居
る
や
う
に
見
え
る
（10

）
。

H
oernle

氏
（11

）
やJacob

氏
な
ど
（12

）
は
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
古

代
ト
ル
コ
種
族
の
使
用
し
た
氈
の
製
法
は
、
紙
の
そ
れ
と
同
樣
で
あ
る
。
多
分

古
代
の
支
那
人
は
北
狄
の
氈
の
製
法
に
傚
ひ
、
毛
に
絮
を
代
へ
て
紙
を
製
造
し

た
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
想
像
に
過
ぎ
て
、
頗
る
信
用
し

難
い
。

　H
oernle

氏
やJacob

氏
の
説
は
し
ば
ら
く
措
き
、
『
説
文
解
字
』
は
大
體

永
元
十
二
年
即
ち
蔡
倫
が
紙
を
製
出
し
た
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
許
愼
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の
紙
の
字
の
解
説
が
其
時
の
儘
と
す
る
と
、
方
以
智
等
の
説
に
可
な
り
の
根
據

が
出
來
、
從
つ
て
蔡
倫
は
た
だ
製
紙
の
新
原
料
を
發
見
し
た
の
み
で
、
製
紙
の

方
法
を
發
明
し
た
も
の
で
な
く
、
發
明
者
と
し
て
の
蔡
倫
の
聲
價
は
幾
分
低
落

す
べ
き
こ
と
と
な
る
が
、
た
と
ひ
蔡
倫
以
前
に
絮
を
製
紙
の
原
料
と
し
て
、
今

日
の
樣
な
紙
を
作
つ
た
こ
と
を
事
實
と
し
て
も
、
植
物
纖
維
を
製
紙
の
原
料
に

利
用
し
た
の
は
蔡
倫
の
功
で
、
植
物
纖
維
を
原
料
と
し
て
使
つ
た
紙
、
例
せ
ば

麻
紙
、
穀
紙
、
襤
褸
紙
、R

ag-Paper

な
ど
が
古
今
を
通
じ
て
、
尤
も
人
文
の

發
達
に
貢
獻
し
た
の
で
あ
る
か
ら
蔡
倫
の
功
績
は
や
は
り
廣
大
無
邊
と
い
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。
斯
に
は
兔
角
の
議
論
を
避
け
、
し
ば
ら
く
『
後
漢
書
』
の
記
事
を

素
直
に
解
釋
し
て
、
蔡
倫
を
製
紙
の
發
明
者
と
し
て
置
か
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
支
那
の
製
紙
法
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
へ
傳
つ
た
の
は
、
唐
の
玄
宗
時
代
の
こ

と
で
あ
る
。
當
時
西
域
に
石
國
と
い
ふ
の
が
あ
つ
た
。
今
のTashkend

（
元

時
代
の
塔
什
元








）
が
即
ち
唐
代
の
石
國
で
あ
る
。Tashkend

と
い
ふ
名
自
身

が
ト
ル
コ
語
で
石
國
の
意
味
で
あ
る
。
西
暦
八
世
紀
の
初
頃
か
ら
、
石
國
を
始

め
其
附
近
の
諸
胡
國
は
、
或
時
は
唐
に
或
時
は
大
食





に
、
國
威
の
盛
な
る
方
に

羈

縻

さ
れ
る
姿
と
な
つ
た
。
玄
宗
の
天
寶
九
載
（
西
暦
七
五
〇
）
に
安
西
四
鎭

の
節
度
使
の
高
仙
芝
が
、
或
る
事
情
の
下
に
石
國
を
征
伐
し
た
。
高
仙
芝
は
も

と
高
麗
人
で
唐
に
仕
へ
、
當
時
に
聞
え
た
名
將
で
あ
つ
た
が
、
僞
つ
て
石
國
王

に
和
を
許
し
な
が
ら
、
其
不
意
を
襲
う
て
之
を
擒
に
し
、
大
虐
殺
、
大
掠
奪
を

や
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
石
國
王
を
遠
く
都
の
長
安
に
送
つ
て
、
闕
下
に
切
り
捨

て
た
。
こ
の
不
埒





の
行
爲
に
石
國
の
王
子
は
非
常
に
憤
慨
い
た
し
、
四
隣
の
諸

胡
國
も
之
に
同
情
を
寄
せ
、
相
倶
に
大
食





國
の
援
兵
を
乞
う
て
、
唐
軍
に
復
仇

せ
ん
計
畫
を
し
た
。

　
こ
の
時
大
食





國
（
多
氏
國
又
は
大
寔
國
）
即
ち
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
で
はO

m

m
eya

王
家
已
に
倒
れ
て
、
〔A

bba^s

〕
王
家
が
方
に
興
つ
て
來
て
居
る
。
こ

の
大
革
命
の
舞
臺
に
立
つ
て
、
尤
も
主
要
な
る
役
目
を
務
め
た
の
は
、
有
名
な

〔A
bu^

M
uslim

〕
即
ち
『
唐
書
』
の
竝
波
悉
林








そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は

〔A
bba^s

〕
王
家
の
〔A

bulA
bba^s

〕
（
『
唐
書
』
の
阿
蒲
羅
拔








）
を
擁
し

てO
m

m
eya

王
家
の
王
〔M

erw
a^n

〕
（
『
唐
書
』
の
末
換






）
を
殺
し
た
の

は
、
西
暦
七
百
五
十
年
に
當
る
。
か
く
て
所
謂
黒
衣
大
食
が
白
衣
大
食
に
代
つ

て
間
も
な
く
、
石
國
以
下
の
諸
胡
國
と
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

　
〔A

bu^
M

uslim

〕
は
當
時
〔K

hora^sa^n

〕
（
『
唐
書
』
の
呼
羅
珊









）
地

方
の
總
督
で
あ
つ
た
が
、
野
心
滿
々
た
る
彼
は
、
大
支
那
の
威
力
を
摧
く
は
是

時
こ
そ
と
、
直
に
部
將
〔Ziya^d

ibn
Sa^lih

〕
を
派
遣
し
て
石
國
を
助
け
る

こ
と
と
な
つ
た
。
之
に
對
し
て
高
仙
芝
は
天
寶
十
載
（
西
暦
七
五
一
）
に
葛

邏

禄


（K
arluk

）
、
拔
汗
那







（
〔Fergha^na

〕
）
以
下
諸
國
の
援
兵
を
併
せ
て
、

怛

羅

斯

川
（
今
の
中
央
ア
ジ
ア
の
〔Tara^z

〕
川
）
の
附
近
に
大
食





を
撃
つ

た
が
、
反
つ
て
〔Ziya^d

ibn
Sa^lih

〕
の
爲
に
大
敗
を
蒙
つ
た
。
こ
の
時
の

戰
況
は
、
支
那
方
面
の
材
料
で
は
『
資
治
通
鑑
』
が
尤
も
詳
細
で
、
次
の
如
く

記
載
し
て
あ
る
。

　
　
高
仙
芝
（
中
略
）
撃
大
食
。
深
入
七
百
餘
里
。
至
恒
羅
斯
城
。
與
大
食
相

　
　
持
五
日
。
葛
羅
禄









部
衆
叛
。
與
大
食
夾
攻
唐
軍
。
仙
芝
大
敗
。
士
卒
死
亡

　
　
略
盡
。
所
餘
纔
數
千
人
。
右
威
衞
將
軍
李
嗣
業
。
勸
仙
芝
宵
遁
。
道
路
阻

　
　
隘
。
拔
汗
那







部
衆
在
前
。
人
畜
塞
路
。
嗣
業
前
驅
奮
大
梃
撃
之
。
人
馬
倶

　
　
斃
。
仙
芝
乃
得
過
（13

）
。

　
こ
の
本
文
に
恒
羅
斯
城
と
あ
る
の
は
、
勿
論
怛
羅
斯
城
の
誤
で
あ
る
。
怛
羅

斯
城
は
怛
羅
斯
川
の
畔
で
、
大
抵
今
のA

ulieh-A
ta

に
當
る
（14

）
。
唐
の
杜

5



佑
の
傳
ふ
る
所
に
よ
る
と
、
こ
の
時
高
仙
芝
の
軍
は
す
べ
て
七
萬
人
を
失
つ
た

（15
）
。
尤
も
そ
の
多
數
は
捕
虜
と
な
つ
た
も
の
と
見
え
る
。
『
經
行
記
』
の

作
者
の
杜
環
の
如
き
も
、
こ
の
時
捕
虜
と
な
つ
た
一
人
で
、
彼
は
約
十
年
間
大

食
國
に
拘
留
せ
ら
れ
、
代
宗
の
寶
應
元
年
（
西
暦
七
六
二
）
に
南
海
を
經
て
、

廣
東
に
歸
着
い
た
し
、
そ
の
見
聞
に
本
づ
き
て
『
經
行
記
』
を
作
つ
た
（16

）
。

『
經
行
記
』
そ
の
物
は
今
日
已
に
佚
亡
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
幾
分
は
杜
佑
の

『
通
典
』
以
下
に
引
用
さ
れ
て
今
日
に
傳
は
り
、
唐
代
の
西
域
研
究
に
必
要
な

る
材
料
を
供
給
し
て
居
る
。

　
怛
羅
斯
城
の
戰
の
こ
と
は
勿
論
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
記
録
に
も
載
せ
ら
れ
て
、

よ
く
支
那
の
史
料
と
一
致
し
て
居
る
（17

）
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
材
料
で
は
、

こ
の
戰
を
囘
暦





百
三
十
三
年
の
十
二
月
（
〔D

su^l-H
iddscha

〕
月
）
に
繋
け

て
あ
る
。
西
暦
に
換
算
す
る
と
七
百
五
十
一
年
の
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
二
十

九
日
に
當
る
（18

）
。
支
那
の
史
料
で
は
『
唐
書
』
の
玄
宗
本
紀
の
天
寶
十
載

の
條
に
、

　
　
七
月
。
高
仙
芝
及
大
食
。
戰
于
恒



（
怛
の
誤
）
邏

斯

城
敗
績
。

と
あ
る
の
み
で
、
『
舊
唐
書
』
始
め
何
れ
も
月
を
記
し
て
な
い
。
天
寶
十
載
七

月
は
西
暦
で
七
百
五
十
一
年
の
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
に
當
る

（19

）
。
即
ち
東
西
の
史
料
は
年
月
に
於
て
一
致
せ
し
め
得
べ
き
望
み
が
あ
る
。

東
西
の
史
料
が
正
し
く
會
戰
の
月
を
傳
へ
た
も
の
と
す
れ
ば
怛

羅

斯

城
の
戰
は

囘
暦
百
三
十
三
年
十
二
月
の
末
、
天
寶
十
載
七
月
の
初
の
出
來
事
と
認
定
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
慣
習
で
、
戰
場
の
捕
虜
と
な
つ
た
異
教
徒
は
皆
奴
隷
に

す
る
。
こ
の
時
奴
隷
と
な
つ
た
支
那
兵
士
の
中
に
、
も
と
紙
灑
職
工
の
も
の
が

あ
つ
た
か
ら
、
〔Ziya^d

〕
は
之
を
使
役
し
てSam

arkand

市
（
『
唐
書
』

の
薩
末
※








又
は
颯
秣
建








）
に
製
紙
所
を
創
設
し
た
。
之
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
に

於
け
る
製
紙
の
起
源
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
勃
興
以
前
は
勿
論
、
そ
の
初
起
時
代
で
も
、
パ
ミ
ー
ル

以
西
の
諸
國
で
は
、
書
寫
の
材
料
と
し
て
、
普
通
に
カ
ヤ
ツ
リ
紙
即
ちPapyr

us

か
殊
に
革
紙
即
ちParchm

ent

を
使
用
し
た
。
『
史
記
』
の
大
宛
傳
及
び

『
漢
書
』
西
域
傳
に
安
息
國
（Parthia

）
の
こ
と
を
記
し
て
、
「
畫
革
旁
行
爲

書
記
」
と
い
ひ
、
『
梁
書
』
諸
夷
傳
に
滑
國
即
ち
厭
帶
夷
栗
陁
（Ephthalites

）

の
こ
と
を
記
し
て
、
「
羊
皮
爲
紙
」
と
あ
る
の
は
當
時
革
紙
の
使
用
さ
れ
た
證

據
で
あ
る
。
便
利
で
徳
用
な
支
那
紙
が
使
用
さ
れ
始
め
て
か
ら
、
カ
ヤ
ツ
リ
紙

も
革
紙
も
次
第
に
そ
の
影
を
潛
む
る
に
至
つ
た
。

　
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
製
紙
法
は
支
那
の
そ
れ
を
傳
へ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ

こ
と
は
、
可
な
り
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
居
つ
た
が
、
そ
の
製
紙
法
傳
來
の
年
代

は
や
や
不
明
瞭
で
あ
つ
た
。C

asiri

氏
は
囘
暦
の
三
十
年
（
西
暦
六
五
〇
　
六

五
一
）
を
、H

am
m

er-Purgstall

氏
は
囘
暦
の
五
十
六
年
（
西
暦
六
七
五
　
六

七
六
）
を
製
紙
法
傳
來
の
年
代
に
當
て
て
居
る
（20

）
。
其
他
西
暦
七
百
四
年

傳
來
説
も
普
通
で
あ
つ
た
（21

）
。
オ
ー
ス
ト
リ
ー
のK

arabacek

教
授
は
は

じ
め
て
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
材
料
に
よ
りH

irth

氏
は
支
那
の
史
料
に
よ
つ
て

之
を
助
け
、
〔Ziya^d

〕
が
支
那
の
捕
虜
を
使
役
し
て
、
薩
末
※








に
製
紙
工

場
を
起
し
た
の
は
、
西
暦
の
七
百
五
十
一
年
に
當
る
こ
と
を
確
實
に
し
た
（22

）
。

　K
arabacek

教
授
の
著
書
に
は
〔Taa^libi^

〕
や
〔Q

azw
i^ni^

〕
な
ど
い

ふ
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
記
録
を
引
用
し
て
、
薩
末
※








に
製
紙
工
場
の
創
設
さ
れ

た
當
時
の
有
樣
を
述
べ
て
居
る
。
今
そ
の
著
書
を
參
考
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
け

6紙の歴史



れ
ど
も
、
そ
の
大
要
は
他
に
引
用
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
之
を
抄
譯
す
る
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
　
薩
末
※
市
に
就
い
て
は
、
特
に
紙
を
記
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
薩
末
※
の
紙

　
　
は
そ
の
美
麗
と
便
利
と
廉
價
の
諸
點
で
、
遙
に
從
來
の
カ
ヤ
ツ
リ
紙
及
び

　
　
革
紙
に
優
つ
た
か
ら
、
容
易
に
後
者
を
市
場
よ
り
驅
逐
し
た
。
こ
の
紙
は

　
　
た
だ
薩
末
※
及
び
支
那
に
於
て
の
み
産
出
さ
れ
る
。
『
國
及
び
路
』
の
著

　
　
者
に
よ
る
と
、
紙
は
戰
爭
の
捕
虜
に
よ
つ
て
、
支
那
か
ら
薩
末
※
へ
傳
へ

　
　
ら
れ
た
も
の
で
、
か
く
支
那
人
を
捕
虜
と
な
し
、
そ
の
捕
虜
の
中
よ
り
經

　
　
驗
あ
る
者
を
求
め
て
、
製
紙
業
に
從
事
せ
し
め
た
の
は
〔Sa^lih

〕
の

　
　
子
な
る
〔Ziya^d

〕
其
人
で
あ
る
。
か
く
て
紙
の
製
造
は
次
第
に
發
達

　
　
し
、
遂
に
薩
末
※
の
重
要
な
る
産
物
と
な
つ
た
。
又
之
に
よ
つ
て
世
界
の

　
　
國
々
の
人
類
に
利
益
を
與
へ
た
（23

）
。

　
一
體
支
那
紙
は
後
く
も
囘
暦
三
十
年
（
西
暦
六
五
〇
　
六
五
一
）
の
頃
か
ら

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
へ
輸
入
さ
れ
て
居
る
（24

）
。
さ
き
に
製
紙
法
傳
來
の
年
代

に
關
す
る
一
説
と
し
て
紹
介
し
たC

asiri

氏
の
説
は
實
は
、
支
那
紙
輸
入
の
年

代
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
薩
末
※
の
製
紙
業
が
發
達
す
る
と
共
に
、
マ

ホ
メ
ッ
ト
教
國
へ
の
支
那
紙
の
輸
入
は
次
第
に
杜
絶
せ
ら
れ
、
薩
末
※
製
の
紙

を
以
て
そ
の
需
要
を
充
た
す
こ
と
と
な
り
、
薩
末
※
は
紙
の
産
地
と
し
て
全
マ

ホ
メ
ッ
ト
教
國
に
聞
え
た
。
西
暦
十
世
紀
の
初
に
出
たIbn

H
aukal

な
ど
も
薩

末
※
の
紙
は
世
界
無
比
と
賞
讚
し
て
居
る
（25

）
。

　
〔A

bba^s

〕
家
第
五
の
カ
リ
フ
〔H

a^run
alR

ashi^d

〕
（
『
唐
書
』
の
訶

論


）
の
時
、
呼
羅
珊









の
總
督A

lFazl

始
め
て
薩
末
※
の
製
紙
業
を
マ
ホ
メ
ッ

ト
教
國
の
首
都B

aghdad

（
『
唐
書
』
の
縛

達







）
に
傳
へ
、
囘
暦
百
七
十
八

年
（
西
暦
七
九
四
　
七
九
五
）
こ
こ
に
新
に
製
紙
工
場
を
建
て
た
。
引
き
續
き

て
ペ
ル
シ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ヂ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
等
當
時
マ
ホ
メ

ッ
ト
教
の
勢
力
範
圍
で
あ
つ
た
國
々
に
、
至
る
處
製
紙
工
場
が
建
設
せ
ら
れ
、

製
紙
業
の
隆
興
と
共
に
カ
ヤ
ツ
リ
紙
や
革
紙
の
需
要
は
減
じ
、
西
暦
十
世
紀
の

半
頃
と
な
る
と
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
で
は
殆
ど
カ
ヤ
ツ
リ
紙
の
使
用
を
絶
つ
に

至
つ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
も
西
暦
十
二
三
世
紀
の
頃
迄
は
西
方
ア
ジ
ア
と
同
樣
で
、

普
通
に
カ
ヤ
ツ
リ
紙
や
革
紙
を
書
寫
の
材
料
と
し
た
が
（26

）
、
マ
ホ
メ
ッ
ト

教
國
に
製
紙
業
が
隆
興
す
る
に
從
ひ
、
そ
の
製
紙
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
へ
輸
入

さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
等
の
南
歐
諸
國
は
十
二
世
紀
の
頃
か
ら
、
ド

イ
ツ
は
や
や
後
く
れ
て
何
れ
も
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
か
ら
紙
の
製
造
を
傳
へ
た
と

い
ふ
（27

）
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
紀
に
紙
は
普
通
に
バ
ン
ビ
ク
紙
（C

harta

B
am

bycina

）
、
若
く
は
ダ
マ
ス
ク
紙
（C

harta
D

am
ascus

）
と
呼
ば
れ
て
居

る
。B

am
byce

と
はEuphrates

河
（
『
唐
書
』
の
弗
利
剌
河
）
の
右
岸
に
あ

つ
た
一
都
會
で
あ
る
。D

am
ascus

（
元
代
の
的

迷

失

吉

）
は
申
す
迄
も
な
く

Syria

地
方
の
名
都
會
で
あ
る
。
當
時
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

輸
入
し
た
紙
は
多
く
こ
の
地
方
の
産
で
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
今
日
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
國
の
紙
に
關
係
あ
る
言
葉
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
派
生
し
て
居
る
も

の
も
あ
る
。
一
例
を
擧
げ
る
と
、
英
語
で
紙
一
束



をR
eam

と
い
ふ
が
、
之
は

ス
ペ
イ
ン
語
のR

esm
a

イ
タ
リ
ー
語
のR

ism
a

ド
イ
ツ
語
のR

ies

フ
ラ
ン
ス

語
のR

am
e

と
等
し
く
、
何
れ
も
そ
の
語
源
を
ア
ラ
ビ
ア
語
のR

ezm
a

に
求

む
べ
き
で
あ
る
（28

）
。R

ezm
a

と
は
元
來
小
包
の
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
ウ
イ
ー
ン
にR

ainer

太
公
と
い
ふ
貴
族
が
あ
つ
て
、
古

紙
の
蒐
集
で
世
間
に
聞
え
て
居
る
。
今
よ
り
三
十
餘
年
前
た
し
か
西
暦
千
八
百

7



七
十
七
八
年
の
交
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
〔Faiyu^m

〕
地
方
其
他
二
三
の
地
方

で
、
澤
山
の
古
文
書
が
發
掘
さ
れ
た
。
こ
の
古
文
書
の
大
部
は
千
八
百
八
十
四

年
以
來R

ainer

太
公
の
所
有
に
歸
し
た
。
そ
の
古
文
書
の
總
數
は
十
萬
以
上

に
達
し
、
そ
の
年
代
古
き
は
西
暦
前
十
四
世
紀
よ
り
、
新
し
き
は
西
暦
後
十
四

世
紀
ま
で
、
約
二
千
七
百
年
間
に
跨
つ
て
居
る
。
中
に
は
カ
ヤ
ツ
リ
紙
も
あ
れ

ば
革
紙
も
あ
る
が
、
併
し
襤
褸
紙
（R

ag-Paper

）
も
中
々
多
い
。R

ainer

太

公
は
た
だ
に
古
紙
を
蒐
集
す
る
の
み
で
は
滿
足
せ
ず
、
蒐
集
し
た
古
紙
を
科
學

的
に
研
究
す
る
こ
と
を
企
て
た
。
こ
の
研
究
の
爲
に
多
く
の
學
者
を
依
頼
し
た

が
、
そ
の
中
で
特
別
に
こ
の
研
究
に
深
き
關
係
を
も
つ
た
學
者
が
二
人
あ
る
。

一
人
は
ウ
イ
ー
ン
大
學
のK

arabacek
教
授
で
主
と
し
て
古
文
書
の
調
査
と
紙

の
歴
史
の
研
究
を
擔
當
し
て
居
る
。
一
人
は
同
じ
く
ウ
イ
ー
ン
大
學
のW

iesn

er

教
授
で
專
ら
顯
微
鏡
調
査
と
化
學
試
驗
と
で
、
古
代
の
紙
の
成
分
及
び
そ

の
製
法
な
ど
を
研
究
し
て
居
る
。
此
等
の
人
々
の
研
究
調
査
の
結
果
は
數
囘
の

報
告
書
と
な
つ
て
世
に
公
に
さ
れ
た
（29

）
。
こ
の
報
告
書
が
公
に
さ
れ
て
か

ら
世
界
の
紙
の
歴
史
は
始
め
て
明
瞭
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
吾
が
輩
は
直
接
そ

の
報
告
書
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
大
要
はH

oernle
氏
の
論
文
（30

）

に
引
用
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、H

oernle

氏
の
を
更
に
節
約
し
て
古
紙
研
究
の
結

果
概
略
を
下
に
紹
介
い
た
さ
う
。

　R
ainer

太
公
の
手
許
に
蒐
集
さ
れ
た
古
紙
の
う
ち
に
は
、
薩
末
※








を
始
め
マ

ホ
メ
ッ
ト
教
國
で
製
造
さ
れ
た
紙
が
澤
山
あ
る
。
年
代
が
古
く
て
確
實
な
方
で

は
、
西
暦
八
百
七
十
四
年
、
九
百
年
、
九
百
九
年
の
文
書
が
あ
る
。
年
代
は
明

記
さ
れ
て
な
い
け
れ
ど
も
他
の
理
由
に
よ
つ
て
、
西
暦
七
百
九
十
一
年
若
く
ば

二
年
と
認
定
す
べ
き
文
書
も
あ
る
。
こ
の
最
後
の
文
書
は
薩
末
※
で
支
那
人
の

捕
虜
が
紙
を
製
造
し
始
め
て
か
ら
、
丁
度
四
十
年
に
當
つ
て
居
る
。W

iesner

教
授
は
こ
の
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
製
造
の
古
紙
に
就
い
て
顯
微
鏡
調
査
を
試
み
た

結
果
、
此
等
の
古
紙
は
何
れ
も
純
然
た
る
リ
ン
ネ
ン
の
敝
布






を
原
料
と
し
て
、

決
し
て
樹
皮
な
ど
の
生
纖
維
を
混
和
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
併
し
一
方
で
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
史
家
等
は
、
最
初
薩
末
※
で
紙
を
製
造

し
た
時
に
、
草
木
即
ち
生
の
植
物
纖
維
を
原
料
と
し
た
と
傳
へ
て
居
る
。
尚
ほ

又
、
ペ
ル
シ
ア
語
及
び
ア
ラ
ビ
ア
語
で
紙
を
〔K

a^ghaz

〕
又
は
〔K

a^ghad

〕

と
い
ふ
。
之
は
印
度
のK

aghaz

と
い
ふ
言
葉
と
同
じ
く
、
何
れ
も
支
那
の
穀

紙
（K

uchih

古
音K

ok-dz

）
を
訛
つ
た
も
の
で
あ
る
（31

）
。
古
傳
説
が
草

木
を
製
紙
の
原
料
と
し
た
と
傳
へ
て
居
り
、
ま
た
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
へ
最
初
輸

入
さ
れ
た
紙
が
、
穀
紙
を
訛
つ
た
〔K

a^ghaz

〕
又
は
〔K

a^ghad

〕
と
い

ふ
名
稱
で
知
ら
れ
て
居
る
事
實
を
併
せ
考
へ
る
と
、
當
初
薩
末
※








で
支
那
人
の

捕
虜
に
よ
つ
て
製
造
さ
れ
た
紙
は
、
主
と
し
て
樹
皮
を
原
料
に
用
ひ
た
で
あ
ら

う
と
い
ふ
こ
と
は
、
殆
ど
疑
ふ
餘
地
が
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
支
那
の
新
疆
の
探
檢
が
行
は
れ
る
と
共
に
、
こ
の
地
方
か
ら
古
文
書
が
發
掘

さ
れ
た
。
英
國
のStein

氏
が
天
山
南
路
で
發
掘
し
た
古
文
書
は
隨
分
あ
る
が
、

そ
の
中
に
唐
の
代
宗
か
ら
徳
宗
時
代
に
か
け
て
の
古
文
書
で
、
年
代
の
明
記
さ

れ
て
居
る
も
の
が
都
合
七
種
ほ
ど
あ
る
。
即
ち
代
宗
の
大
暦
三
年
（
西
暦
七
六

八
）
、
徳
宗
の
大
暦
十
六
年
（
實
は
建
中
二
年
、
西
暦
七
八
一
）
、
大
暦
十
七

年
（
實
は
建
中
三
年
、
西
暦
七
八
二
）
、
建
中
三
年
（
西
暦
七
八
二
）
、
建
中

七
年
（
實
は
貞
元
二
年
、
西
暦
七
八
六
）
、
建
中
八
年
（
實
は
貞
元
三
年
、
西

暦
七
八
七
）
、
貞
元
六
年
（
西
暦
七
九
〇
）
の
古
文
書
で
あ
る
（32

）
。
此
等

の
古
文
書
は
何
れ
も
薩
末
※
で
製
紙
工
場
が
創
設
さ
れ
た
時
代
か
ら
、R

ainer
太
公
所
藏
の
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
産
の
尤
も
古
き
紙
の
時
代
に
か
け
て
、
約
四
十

年
間
に
當
つ
て
居
る
。
此
等
の
古
文
書
は
そ
の
紙
質
調
査
の
爲
め
、
大
抵W

ie

sner

教
授
の
手
許
に
送
ら
れ
、
例
の
顯
微
鏡
調
査
の
結
果
、
此
等
の
古
文
書
の

紙
に
は
、
幾
分
の
敝
布
も
混
じ
て
居
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
桑
、
桂
及
び
ラ
ミ

8紙の歴史



イ
即
ちC

hina-grass

等
の
皮
を
原
料
と
し
て
居
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
唐
の

中
世
に
西
域
地
方
で
使
用
さ
れ
て
居
つ
た
紙
の
主
要
成
分
が
、
桑
其
他
の
草
木

の
皮
で
あ
る
と
す
る
と
、
薩
末
※
で
支
那
人
の
手
に
よ
つ
て
始
め
て
製
造
さ
れ

た
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
紙
も
亦
同
樣
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
と
想
像
す
べ
き
餘
地

が
甚
だ
多
い
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
史
家
が
薩
末
※
の
産
紙
は
最
初
草
木
を
原

料
と
し
た
と
傳
へ
て
居
る
の
は
、
此
點
か
ら
推
し
て
も
、
大
體
上
信
憑
す
べ
き

や
う
に
思
は
れ
る
。

　
以
上
敍
述
し
た
要
點
を
約
す
る
と
、
西
暦
七
百
五
十
一
年
薩
末
※
で
製
紙
工

場
の
創
設
さ
れ
た
當
時
は
、
製
紙
の
原
料
と
し
て
草
木
を
使
用
し
た
と
い
ふ
傳

説
は
疑
ふ
べ
き
餘
地
が
な
い
が
、
同
時
に
西
暦
七
百
九
十
一
二
年
の
交
の
薩
末

※
産
の
紙
を
調
査
す
る
と
、
純
然
た
る
襤

褸

紙
で
樹
皮
な
ど
の
生
纖
維
は
毫
も

混
和
さ
れ
て
居
ら
ぬ
事
實
も
亦
信
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
に
歸
着
す
る
。
從

つ
て
製
紙
の
原
料
に
か
く
顯
著
な
る
相
違
の
あ
る
原
因
は
、
西
暦
七
百
五
十
一

年
か
ら
七
百
九
十
一
二
年
に
か
け
て
約
四
十
年
間
に
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
内
に

起
つ
た
も
の
と
認
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　W
iesner

教
授
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
産
紙
と
天
山
南
路
で
發
掘
さ
れ
た
支

那
紙
と
に
對
し
て
綿
密
な
る
化
學
試
驗
、
顯
微
鏡
調
査
を
行
ひ
、
こ
の
二
國
の

紙
を
比
較
し
て
、
大
要
次
の
如
き
斷
案
を
下
し
て
居
る
。

　
　
唐
時
代
の
支
那
紙
は
幾
分
の
敝
布
を
混
じ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
主
要

　
　
な
る
原
料
は
桑
其
他
の
雙
子
葉
植
物
の
皮
で
あ
る
。
支
那
人
は
製
紙
法
を

　
　
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
に
傳
へ
た
が
、
薩
末
※








附
近
に
は
第
一
の
原
料
と
も
い

　
　
ふ
べ
き
桑
樹
が
缺
乏
し
て
居
る
か
ら
、
必
要
上
次
第
に
敝
布
の
分
量
を
増

　
　
加
し
、
そ
れ
で
も
製
紙
の
目
的
を
達
し
得
る
こ
と
を
經
驗
す
る
と
、
最
後

　
　
に
は
敝
布
　
　
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
に
豐
富
な
る
リ
ン
ネ
ン
襤
褸
　
　
の
み

　
　
で
紙
を
製
造
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
紙
は
支
那
か
ら
傳
つ
た
が
、
そ
の
原

　
　
料
を
變
へ
て
今
日
一
般
に
使
用
さ
る
る
純
粹
の
襤
褸
紙
（Pure

R
ag-Pape

　
　r

）
を
産
出
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
功
と
い
は
ね
ば

　
　
な
ら
ぬ
。

　
　
支
那
紙
の
原
料
の
樹
皮
は
、
最
初
は
石
臼
に
て
人
力
で
擣
き
碎
い
た
も
の

　
　
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
纖
維
組
織
を
損
す
る
こ
と
多
く
、
從
つ
て
出
來
上

　
　
つ
た
紙
質
も
粗
鬆






で
、
字
を
書
く
と
※

る
恐
が
あ
る
。
や
や
後
世
　
　
西

　
　
暦
七
八
世
紀
頃
　
　
と
な
る
と
、
化
學
作
用
で
樹
皮
の
纖
維
組
織
を
餘
り

　
　
損
ぜ
ぬ
や
う
に
な
つ
た
。
從
つ
て
紙
質
も
一
段
改
良
さ
れ
た
。
併
し
敝
布

　
　
は
依
然
石
臼
で
擣
き
碎
い
た
儘
で
あ
る
。
所
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
産
紙

　
　
を
調
査
す
る
と
そ
の
原
料
た
る
敝
布
か
ら
化
學
作
用
で
、
手
際
よ
く
纖
維

　
　
を
抽
出
し
た
痕
が
歴
々
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
は
原
料

　
　
取
扱
に
つ
い
て
、
支
那
人
よ
り
も
一
層
の
改
良
進
歩
を
遂
げ
た
と
い
は
ね

　
　
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
原
料
の
變
更
原
料
取
扱
の
改
良
こ
の
二
點
を
除
く
と
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒

　
　
の
製
紙
の
方
法
は
　
　
原
料
に
糊
を
混
加
し
、
又
は
紙
面
に
澱
粉
末
を
塗

　
　
布
し
て
紙
質
を
良
好
に
す
る
方
法
ま
で
　
　
大
體
支
那
人
の
そ
れ
と
同
一

　
　
で
あ
る
。

　
以
上
の
斷
案
が
今
日
の
學
界
に
證
典
と
し
て
公
認
さ
れ
て
居
る
。
併
し
多
少

の
疑
惑
を
挾
む
べ
き
餘
地
が
な
い
で
も
な
い
。
第
一W

iesner

教
授
の
調
査
し

た
支
那
紙
の
數
は
決
し
て
多
く
な
い
。
年
代
の
確
實
な
る
も
の
は
僅
か
六
七
種

に
過
ぎ
ぬ
筈
で
あ
る
。
然
も
此
等
は
多
く
唐
代
の
も
の
で
、
何
れ
も
和
※






の
東

北
約
百
マ
イ
ル
許
の
〔W

anda^n-U
iliq

〕
地
方
か
ら
發
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
地
方
か
ら
發
掘
さ
れ
た
少
數
の
支
那
紙
の
調
査
の
み
で
は
、
決
し
て
支

那
紙
全
般
の
原
料
や
製
法
を
確
實
に
推
斷
す
る
譯
に
は
い
か
ぬ
。

　
第
二
に
東
漢
時
代
か
ら
已
に
麻
紙
、
穀
紙
、
網
紙
の
區
別
が
あ
つ
た
。
『
東

9



觀
漢
記
』
の
一
本
に
、

　
　
倫
（
蔡
倫
）
典
尚
方
作
紙
。
用
故
麻
名
麻
紙
。
木
皮
名
穀
紙
。
魚
網
名
網

　
　
紙
。

と
記
し
て
あ
る
。
故
麻
と
い
ふ
と
麻
襤

褸

の
こ
と
で
あ
ら
う
。
す
る
と
網
紙
は

勿
論
、
麻
紙
も
た
と
ひ
純
粹
の
襤
褸
紙
で
な
く
て
も
、
そ
の
主
要
成
分
は
熟
纖

維
（Textile

Fibres
）
で
あ
つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
少
く
と
も
天
山
南
路
で
發

掘
さ
れ
た
支
那
紙
　
　W

iesner

教
授
に
よ
れ
ば
樹
皮
を
主
要
原
料
と
せ
る
　

　
と
同
一
の
成
分
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
併
し
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
成
る
べ
く
多
く
の
古
代
の
支
那
紙
を
蒐
集
し
て
、
之
をW

ie

sner

教
授
と
同
樣
の
方
法
で
調
査
す
る
外
は
な
い
。
事
實
は
最
後
の
解
決
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　Stein

氏
が
天
山
南
路
の
探
檢
に
着
手
し
て
以
來
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
の
探

檢
者
は
陸
續
こ
の
方
面
に
出
掛
け
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
は
最
初
に
〔G

ru:nw
edel

〕

氏
（
西
暦
一
九
〇
二
　
一
九
〇
三
）
次
にLe

C
oq

氏
（
西
暦
一
九
〇
四
　
一

九
〇
六
）
第
三
囘
に
は
〔G

ru:nw
edel

〕
及
びLe

C
oq

二
氏
（
西
暦
一
九
〇

六
　
一
九
〇
七
）
が
出
掛
け
て
、
幾
多
の
古
文
書
を
發
掘
し
た
。
英
國
か
ら
は

Stein

氏
が
再
び
天
山
南
路
に
出
掛
け
（
西
暦
一
九
〇
六
　
一
九
〇
八
）
敦
煌

で
幾
多
の
遺
籍
、
文
書
を
發
見
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
のPelliot

氏
も
亦
こ
の
方

面
に
出
掛
け
（
西
暦
一
九
〇
六
　
一
九
〇
九
）
敦
煌
で
大
發
見
を
や
つ
た
こ
と

は
、
我
が
國
人
の
耳
に
猶
ほ
新
な
る
所
で
あ
る
。
此
等
の
探
檢
に
よ
つ
て
得
た

成
績
は
、
多
く
は
未
だ
發
表
に
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
其
う
ち
に
唐
代
若
く
ば
そ

の
以
前
の
文
書
　
　
吾
が
輩
が
前
項
に
述
べ
た
支
那
紙
の
原
料
及
び
製
法
問
題

を
解
決
す
る
に
屈
竟
な
る
材
料
が
少
く
な
い
こ
と
だ
け
は
確
實
で
あ
る
。

　
わ
が
國
の
西
本
願
寺
の
大
谷
伯
爵
も
亦
去
る
明
治
三
十
五
年
以
來
こ
の
方
面

に
探
檢
隊
を
派
遣
し
て
居
る
。
第
一
囘
第
二
囘
の
探
檢
は
已
に
終
を
告
げ
、
今

は
第
三
囘
探
檢
中
で
あ
る
。
第
一
囘
第
二
囘
の
探
檢
の
獲
物
の
う
ち
に
、
唐
の

玄
宗
の
天
寶
五
載
（
西
暦
七
四
六
）
の
牒
状
が
あ
る
。
之
は
怛

邏

斯

城
の
戰
役

前
正
に
五
年
の
も
の
で
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
産
紙
と
支
那
紙
と
の
原
料
相
違

如
何
を
調
査
す
る
に
當
つ
て
、
有
力
の
材
料
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
其
他
年

號
に
よ
つ
て
若
く
は
書
體
よ
り
推
し
て
、
南
北
朝
若
く
ば
そ
の
以
前
と
認
定
す

べ
き
古
寫
經
、
古
文
書
頗
る
多
く
し
て
一
々
列
擧
す
る
に
暇
な
い
が
、
中
に
就

い
て
尤
も
注
意
に
價
す
る
も
の
一
二
を
擧
げ
る
と
次
の
如
き
も
の
が
あ
る

　
第
一
が
西
晉
の
元
康
六
年
（
西
暦
二
九
六
）
の
古
寫
經
で
あ
る
。
松
本
文
三

郎
博
士
が
已
に
紹
介
さ
れ
た
通
り
（33

）
こ
の
古
寫
經
は
西
晉
の
竺
法
護
譯
の

『
諸
佛
要
集
經
』
で
あ
る
。
寫
經
や
書
道
の
方
面
か
ら
觀
て
も
隨
分
珍
と
す
べ

き
で
は
あ
る
が
、
支
那
紙
研
究
の
材
料
と
し
て
一
層
貴
重
す
べ
き
で
あ
る
。
元

康
六
年
は
蔡
倫
が
紙
を
發
明
し
た
元
興
元
年
を
距
る
こ
と
僅
に
百
九
十
一
年
、

即
ち
こ
の
古
寫
經
の
用
紙
は
支
那
で
紙
が
發
明
さ
れ
て
か
ら
、
後
く
も
百
九
十

二
年
目
の
も
の
で
あ
る
。
恐
く
は
今
日
に
傳
は
れ
る
支
那
紙
の
最
古
の
も
の
で

あ
ら
う
、
古
紙
研
究
の
屈
竟
の
材
料
た
る
べ
き
は
申
す
迄
も
な
い
。
之
に
續
く

が
李
栢
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
年
號
を
缺
い
て
居
る
け
れ
ど
も
羽
田
學
士

の
研
究
に
よ
る
と
、
東
晉
の
咸
和
三
年
乃
至
五
年
（
西
暦
三
二
八
　
三
三
〇
）

の
間
の
も
の
と
認
定
さ
れ
る
（34

）
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
之
も
亦
古
代

の
支
那
紙
を
研
究
す
る
に
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
材
料
で
あ
る
。

　
昨
年
清
國
へ
出
張
さ
れ
た
わ
が
京
都
文
科
大
學
教
授
諸
君
の
調
査
に
よ
る
と
、

學
部
若
く
ば
個
人
の
所
藏
に
歸
し
た
敦
煌
の
遺
書
中
に
、
南
北
朝
隋
唐
時
代
の

古
寫
經
が
頗
る
多
い
。
年
號
の
備
は
つ
て
居
る
も
の
も
少
く
な
い
。
何
れ
も
支

10紙の歴史



那
紙
研
究
の
材
料
に
供
す
べ
き
で
あ
る
が
、
殊
に
唐
の
至
徳
二
載
（
西
暦
七
五

七
）
の
『
十
戒
經
』
は
怛

邏

斯

城
の
戰
役
後
六
年
目
の
も
の
で
、
西
本
願
寺
所

藏
の
天
寶
五
載
の
牒
状
と
共
に
支
那
紙
西
傳
時
代
に
關
係
あ
る
重
要
の
材
料
で

あ
る
。

　
要
す
る
に
最
近
數
年
間
に
古
代
の
支
那
紙
を
研
究
す
べ
き
新
材
料
が
多
數
に

蒐
集
さ
れ
た
。
此
等
の
材
料
殊
に
西
本
願
寺
所
藏
の
古
文
書
　
　
がW

iesner

教
授
と
同
樣
の
方
法
に
よ
つ
て
、
科
學
的
に
研
究
さ
れ
た
曉
に
、
始
め
て
世
界

の
製
紙
史
上
に
於
け
る
支
那
紙
の
位
置
が
確
定
さ
れ
る
譯
で
あ
る
。
吾
が
輩
は

か
か
る
時
期
の
一
日
も
早
く
到
來
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。

參
照

（
１
）
清
の
李
惇
の
『
群
經
識
小
』
（
『
皇
清
經
解
』
卷
七
百
二
十
二
）
。

（
２
）
晉
の
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
傳
』
序
の
註
。

（
３
）
清
の
劉
寶
楠
の
『
論
語
正
義
』
卷
一
所
引
。

（
４
）
『
後
漢
書
』
卷
一
百
八
、
宦
者
列
傳
。

（
５
）
『
東
觀
漢
記
』
卷
二
十
（
『
武
英
殿
聚
珍
版
全
書
』
所
收
）
。

（
６
）
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
卷
五
十
。

（
７
）
許
愼
の
『
説
文
解
字
』
敍
及
び
そ
の
子
、
許
沖
の
「
進
『
説
文
解
字
』

上
書
」
。

（
８
）
『
段
注
説
文
解
字
』
第
十
三
篇
上
。

（
９
）
『
通
雅
』
卷
之
三
十
二
。

（10

）"D
ie

Erfindung
desPapiersin

C
hina"

S.7
(T'oung

Pao,1890).

（11

）"W
ho

w
asthe

InventorofR
ag-Paper?"

p.680
(J.R

.A
.S.1903).

（12

）"O
rientalElem

entsofC
ulture

in
the

O
ccident"

p.522.

（13

）
『
資
治
通
鑑
』
卷
二
百
十
六
。

（14

）Le
Strange;"The

Landsofthe
Eastern

C
aliphate"

p.486.

（15

）
『
通
典
』
卷
一
百
八
十
五
。

（16

）H
irth;"N

achw
orte

zurG
eschriftdesTonjukuk"

S.3.

（17

）
┌H

oernle;"W
ho

w
asthe

InventorofR
ag-Paper?"

p.668.

　
　
　
└C

havannes;"D
ocum

entssurlesTou-K
iue

O
ccidentaux"

p.297.

（18

）
┌
〔W

u:stenfeld;"V
ergleichungs-Tabellen

derm
.und

ch.Zeitrec

hung"
S.6.

〕

　
　
　
└
『
三
正
綜
覽
』
九
十
七
丁
（
但
し
ヴ
ェ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ド
氏
と
一
日

の
相
違
あ
り
。
し
ば
ら
く
ヴ
氏
に
從
ふ
。
）

（19

）
┌
『
三
正
綜
覽
』
九
十
七
丁
。

　
　
　
└B

rum
sen;"Japanese

C
hronologicalTables"

p.57.

（20

）H
am

m
er-Purgstall;"

〔A
uszu:ge

ausSaalebl'sB
uche

derStu:tzen

dessich
B

eziehenden
und

dessen
w

oraufessich
bezieht

〕"
S.529

(D
.M

.

G
.1854).

（21

）H
oernle;"W

ho
w

asthe
InventorofR

ag-paper?"
p.664.

（22

）H
irth;"D

ie
Erfindung

desPapiersin
C

hina"
S.13.

（23

）C
havannes;"D

ocum
entssurlesTou-K

iue
O

ccidentaux"
pp.297,2

98.（24

）H
oernle;"W

ho
w

asthe
InventorofR

ag-paper?"
p.670.

（25

）W
illiam

O
useley;"Ibn

H
aukal"

p.233.
（26
）
坪
井
博
士
『
史
學
研
究
法
』
百
十
四
　
百
二
十
一
頁
。

（27
）Jacob;"O

rientalElem
entsofC

ulture
in

the
O

ccident"
p.524.

（28

）Jacob;
同
右
書p.524.

（29

）"M
itteilungen

ausderSam
m

lung
desPapyrusErzherzog

R
ainer"

（30

）H
oernle;"W

ho
w

asthe
InventorofR

ag-paper?"
(J.R

.A
.S.1903).
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（31

）H
irth;"D

ie
Erfindung

desPapiersin
C

hina"
S.12

(T'oung
Pao,189

0).（32
）Stein;"A

ncientK
hotan"

V
ol.I,pp.523-533;V

ol.II,p.cxv,cxvi.

（33

）
『
中
央
亞
細
亞
發
掘
の
古
寫
經
に
就
い
て
』
（
『
藝
文
』
第
二
年
第
一

號
）
。

（34

）
大
谷
伯
爵
所
藏
新
疆
史
料
解
説
』
（
『
東
洋
學
報
』
第
一
卷
第
二
號
）
。

（
明
治
四
十
四
年
九
・
十
月
『
藝
文
』
第
二
年
第
九
・
一
〇
號
所
載
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桑
原
隲
藏
全
集
　
第
二
卷
」
岩
波
書
店

　
　
　1968
（
昭
和43

）
年3

月13

日
発
行

初
出
：
「
藝
文
　
第
二
年
第
九
、
一
〇
號
」

　
　
　1911

（
明
治44
）
年9

、10

月

※
（
１
）
〜
（34

﹇
＃
「34
」
は
縦
中
横
﹈
）
は
注
釈
番
号
で
す
。
底
本
で
は
、

直
前
の
文
字
の
右
横
に
、
ル
ビ
の
よ
う
に
付
い
て
い
ま
す
。

※
二
行
に
わ
た
る
始
め
波
括
弧
は
、
け
い
線
素
片
の
組
み
合
わ
せ
に
置
き
換
え

ま
し
た
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
染
川
隆
俊

2006

年8

月3

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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